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新たな大学図書館の形成に向けて
園現在のわが国は「第三の開国」と呼ばれる変革期にあり、地殻変動ともい
える大きな変化が社会のあらゆる場所で進行している。その点では、早稲
田大学図書館も例外ではない。
・周知のように、早稲田大学の図書館は、中央図書館を中心に高田早苗記
念研究図書館、戸山図書館、理工学図書館、所沢図書館のキャンパス図
書館、および本庄分館を実質的な分館として構成され、演劇博物館、国際
教育センター、および語学教育研究所の図書室を含めて各図書館・図書
室の図書資料をWINEにより一元的に管理している。しかし、大学の組
織からみるとき、キャンパス図書館や図書室は学部などに間属する施設で
あり、「大学図書館」と称しうるものは中央図書館と本庄分館のみである。
現状の図書館の構成は、教育研究が学部や大学院研究科などを単位に
実施され、図書カードにより図書資料の整理が図られていた過去の時代
には整合的なものだ、ったで、あろう。だが、教育研究のオープン化が進行し、
INNOPACシステムと結合したWINEの機能がいっそう充実される21
世紀の大学図書館を考えるとき、はたして合理的なものといえるであろうか0
.このような問題意識のもとに、 1999年度には図書行政懇談会が設置され、
1年をかけた協議の結果として、「図書館利用規則の平準化」に関する答
申がおこなわれた。そして、答申に基づいた中央図書館とキャンパス図書
館との聞の利用規則の共通化は本年6月より実施に移された。これは小さ
な改革であるが、早稲田大学内に所在する図書館-図書室が全学的にI
つの図書館群として名実ともに連携して機能しはじめた最初のステップと
評価できる出来事である。これに続いて、2000年度には、さらに西早稲田
キャンパスの各学部の学生読書室の連携強化が図られる予定である。
・もっとも、学内図書館・図書室間の連携の強化は、決して中央図書館のも
とでの中央集権化を指向するものではない。それは図書資料の収集・整理・
保管に要する財政的・空間的・人的資源の共通化・合理化を促進するこ
とで、学内の各図書館・図書室のいっそうの個性化と利用の便利さの増
進を目的にするものである。
.この年報には、早稲田大学の図書館の現在の姿が、いろいろな側面から
明かにされている。私たちの図書館の客観的なデータを十分に把握し、分
析して、来るべき21世紀の早稲田大学図書館のあるべき姿をともに構想
したいと思う。
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